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佐々木　仁さん
まさし

（平成２３年度 卒業生）

ネッツトヨタ新庄店勤務

ｖｏｌ.3
　真室川校の卒業生は、様々な職業や進学をして多方面

で幅広く活躍をしています。そんな先輩方の思いや後輩

たちへのメッセージをお届けします。

実際の費用額

令和４年度において１人１回

※上限は３０,０００円

※ただし、検査キットの購入費用は対象となりません。

令和４年４月１日から令和５年３月31日までの検査が対象

●町民（町民を保護者とする学生を含む）
　・町へ帰省・帰宅・転入する際に検査を受ける場合
　・高齢者で、施設入所等のために必要な検査を受ける場合
　・県外への仕事や就職、進学等のために必要な検査を受ける場合
　・会社や学校、施設からの要請により検査を行う場合

●町出身者及び同居家族が、町内の実家等へ帰省するための検査

　　　　　　　　　　　　【助成金の申し込み方法】
福祉課に事前申請書を提出 ⇒ ＰＣＲ検査等を実施後、本申請書を福祉課に提出
　　　　　　　　　　　　　　　　　※添付書類：本人確認書類・検査内容のわかる領収書等

対 象 者

検査方法

期　　間

実施場所

※会社や学校、施設からの要請により検査を行う場合は対象外となります。
※当事業について不明な点は下記へお電話ください。

◆お問い合わせ先◆
真室川町福祉課　電話 0233－62－3436　又は　0233－64－1525

新型コロナウイルス感染症 検査費用助成
真室川町では、自費によるＰＣＲ検査及び抗原検査の

費用を助成します

◆お問い合わせ先◆
山形県ワクチン・検査パッケージ事業コールセンター　電話 023－616－7681

山形県では下記のとおり無料検査を実施しています

助 成 額

対 象 者

助成回数

助成期間

感染不安のある無症状の山形県

在住の方

抗原定性検査
ＰＣＲ検査

感染拡大傾向時の一般検査事業 ワクチン検査パッケージ・
対象者全員検査等定着促進事業

令和４年４月３０日まで

抗原定性検査

県に登録した実施事業者

令和４年６月３０日まで

飲食・イベント・旅行・帰省等の経済社

会活動を行うために必要な方

※ただし、１０歳未満や高リスク者との接触を
　予定している場合のみＰＣＲ検査も可

詳しくは、検査パッケージ・対象者全員検査等定着促進事業のホームページをご確
認ください。

その12真校魅力だより
真室川校の伝統と誇りをつなぐ～生徒会活動～

◆生徒会リーダー研修会（３月２９日(火)）
　昨年１０月にスタートした生徒会執行部は、メインスローガンを『地域を愛し、地域に生きる』と
し、生徒会スローガンと５つのサブスローガンを定め活動してきました。
　新年度を迎えるにあたり、各種委員会のリーダーとしての自覚と能力を高め、メンバーの連携を
深めながら生徒会行事が効率的に運営できるよう研修会を実施しました。
　先生からの「執行部活動は、みんなのためであるが自分自身のためでもある。『１討論１発言』
するように」という話を受け、２班に分かれ「あいさつ」や「地域貢献」などのスローガンに沿っ
て振り返りと改善点等について討議を行いました。
　最後に、柴田和花生徒会長が「今日、皆さんから出た意見を今後に活かし、真校をより良くして
いけるよう頑張りましょう」と締めくくってくれました。

～資格を活かして地元で頑張っています～
　高校では進路について色々考え悩み、先生にもよく相談をしま
した。電気や機械関係が好きだったので、先生から紹介された東
京にある自動車整備学校に進学しました。そこで自動車整備士の
国家資格を取得、その資格を活かした仕事に就きたいと卒業後す
ぐに地元にある現在のディーラーに勤務しました。仕事はサービ
ススタッフとして車の点検や修理、車検や接客などお客様のカー
ライフのサポートをしています。現在は、今の仕事に役立つ新た
な資格の取得に向けて頑張っているところです。
　高校の部活動では部長を務めていましたが、口ベタなほうで人
前があまり得意ではありませんでした。専門学校や社会に出てみ
るとコミュニケーションの必要性をすごく感じます。私の経験か
ら、親元(地元)を離れて生活してみることは良い経験になると思
います。それが自分に生きる力をつけてくれたと感じています。
高校生活は短いです。多くの知識を得るためにしっかりと勉強し
て様々な経験を積み、立派な社会人になってください。

◆対面式と生徒会オリエンテーション（４月１２日（火））
　対面式では校長先生の挨拶や生徒会長の歓迎の言葉の後、新入生代表の伊藤琉伽さんが「早く学
校生活に慣れ、真室川校の一員として地域活動や部活動にも積極的に取り組みたい」と挨拶した後、
生徒会長から真校生の証である生徒手帳が手渡されました。

　生徒会オリエンテーションでは学校紹介としてポスターセ
ッションが行われ、様々な学校行事や地域貢献型活動、生徒
会のスローガンについて説明があり、委員会紹介では活動の
内容と委員の選出方法を、部活動紹介では活動内容のほか部
登録についても説明していました。
　その後の縦割り班集会ではアイスブレーキングとして「し
りとり自己紹介」などの交流プログラムが行われ、縦割り班
活動を通して新入生と在校生が親睦を深めていました。

●メインスローガン「地域を愛し、地域に生きる」
●生徒会スローガン「日進月歩」
●サブスローガン
①｢校内外でのあいさつをさらに活発にする｣
②｢学年の壁を越えて絆を深め、生徒一人ひとりが過ごしやすい学校にする｣
③｢真校をさらに明るくするために新入生を増やす｣
④｢ボランティア精神で地域に貢献し、地域交流会の輪も広める｣
⑤｢本校との交流活動に積極的に参加する｣

部活動紹介：陸上部ハンマー投げ練習の実演部活動紹介：陸上部ハンマー投げ練習の実演


